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私について

⚫Zaslon(ざすろん)
• 本職：機械エンジニア。ITエンジニアではない

• html, css, php はwordpressのサイトを作るにあたって学習した
• サイトのテーマはもともと静的サイトとして作成していたころのhtmlとcssを流
用して作成したもの

• 辞書データの形式：json
• OTM-jsonという形式のjsonファイル

• これをphpで読みだしてオンラインで検索する
オンライン辞書を作った

このオンライン辞書から検索機能をなく
したものをベースにしようと考えたのが、
css組版をしようとした理由



人工言語とは

⚫人間が設計して作っている言語のこと
• 自然言語も人間が作っていると言えるが、特定の誰かが設計している
わけではない

⚫想定用途は言語によって異なる
• 国際補助語を目指している例（エスペラントなど）や、フィクション
の小道具（エルフ語やナヴィ語など）などがある

• 小道具としては文字だけが制作される例も散見される



人工言語イジェール語について

⚫Zaslon（私）が個人で作っている人工言語
• https://zaslon.info/idyer/

• 記録では2008年ごろに原型を作り始めている

⚫表記法：独自のアルファベットによる表記
• 基本的にはラテンアルファベットと似ているので、組み方の注意点も
ラテンアルファベットと同じ（未確定）。

• ドイツ語のように単語が長くなりがち
• 例: akerzasedargunevadu(akerzasedargunevadu)
プリズム(aker+sase+tar+kune+fadu:光線+分岐+三+角+柱)

• 現状は機械的にある程度妥当と思われる場所に<wbr>タグを入れることで
ハイフネーションの代わりとしている

小文字大文字

https://zaslon.info/idyer/


Vivliostyleを選んだ理由

⚫前述のとおり辞書はjsonファイルなので、規則的に処理したい
• これがcss組版を選んだ理由

1. 直接印刷ではヘッダ・フッタが自由に作れない

2. 辞書によくあるページ端に今の
ページの単語を表示する
機能が欲しい

3. 爪に頭文字を表示したい
• 上記3点がVivliostyleを選んだ理由

Chromeで直接印刷 Vivliostyle



Vivliostyleを使う上で苦労した点

⚫どうやって使い始めるのか
わかりにくい
• Vivliostyleというアプリケーションの使
い方に重点が置かれていて、アプリ
ケーション上の組版作業のやり方はわ
からない

↓できることの紹介

これを実施してもViewerが
ローカルで使えるようにな
るだけで、どのようにデー
タを作ればいいかはわから
ない



Vivliostyleを使う上で苦労した点

⚫ユーザとして本当に必要な情報
はおそらくここ



Vivliostyleを使う上で苦労した点

⚫開発者ツールが役に立たないので、サンプルを見てもどう参考
にしていいのかわかりにくい
• GitHub上のソースを見比べればわかるが、かなり根気がいる

• 同様の問題は自作の
html+cssでも起こる
• 何が問題なのか調査しにくい



Vivliostyleに期待すること

⚫Running head機能の実装
• 爪が完成すれば辞書としての体裁が整う

⚫ソースと見比べて編集ができる編集機能の拡張

⚫使い方の説明からサポートしているCSS要素に飛んでほしい
• CSS組版に興味がある時点でCSSとは何かそのものの説明はそこまで
いらないように思うが、ドキュメントリストへのアクセス方法がない
と学びようがない


